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町の畜産者最高齢・愛島富藏さん（赤連・
大正14年生）が子牛をセリにかける様子

出発式でテープカットされ、今期製糖
期がスタート

奥さんと一緒に・佐藤さん（左）

昨年末、喜界島に飛来したコウノトリ

産
業
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
年
よ
り
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
１
本
5
円
で
一
芽
苗
を
販
売
し
ま

す
。時
期
は
2
月
下
旬
か
ら
の
予
定
で
す
。

初
セ
リ
で
最
高
値
を
記
録

　
　
　
　
　
　

〜
子
牛
セ
リ
市
〜

　
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
が
主
催
す
る
子

牛
の
初
セ
リ
市
が
１
月
12
〜
18
日
の
期

間
、
与
論
市
場
を
皮
切
り
に
大
島
群
島
内

の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
市
場
で
前
回
の
平
均
価
格

を
上
回
り
、
喜
界
市
場
で
も
前
回
比
約

2
万
円
増
の
49
万
８
１
５
０
円
と
過
去
に

例
が
な
い
高
値
で
取
引
さ
れ
た
。
ま
た
、

今
回
の
最
高
値
は
過
去
最
高
の
66
万
８
千

円
を
記
録
し
、
好
調
な
出
足
で
初
セ
リ
市

を
終
え
た
。

　

町
畜
産
担
当
者
は
「
枝
肉
相
場
の
安
定

や
全
国
的
な
子
牛
頭
数
減
な
ど
を
背
景
に

高
値
と
な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
、「
新

　

原
料
輸
送
出
発
式
が
12
月
17
日
、
生
和

糖
業
（
平
田
勝
造
社
長
）
で
あ
っ
た
。
式

に
は
、
平
田
社
長
や
農
協
、
町
産
業
振
興

課
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
し
、
操
業
の
安

全
を
祈
願
し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
今
回
の
生
産
量
は
、
前
期
の

2
万
3
千
㌧
増
の
８
万
１
千
㌧
を
見
込

み
、
糖
度
も
13
・
81
度
（
１
月
28
日
現
在
）

で
去
年
同
時
期
に
比
べ
０
・
41
度
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

　

町
産
業
振
興
課
の
担
当
者
は
「
２
年
連

続
の
台
風
被
害
が
続
い
た
が
、
今
期
は
直

撃
が
な
く
被
害
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、

干
ば
つ
被
害
も
発
生
し
た
が
、
地
下
ダ
ム

地
区
内
で
は
被
害
が
最
小
限
に
留
ま
り
、

増
産
に
繋つ

な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
安
堵

の
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

昨
年
6
月
、
兵
庫
県
豊
岡
市
か
ら
巣
立

ち
、
12
月
中
旬
、
喜
界
島
に
初
飛
来
し
た

コ
ウ
ノ
ト
リ
。
12
月
下
旬
頃
か
ら
目
撃
情

報
は
途
絶
え
た
が
、
本
町
に
飛
来
し
た
も

の
と
は
別
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
12
月
26
日
、

龍
郷
町
で
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
足
に

つ
け
て
い
る
標
識
か
ら
本
町
に
訪
れ
た
も

の
と
兄
弟
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
あ
る
と
特
定

さ
れ
た
。

　

飛
来
情
報
を
追
っ
て
い
る
南
海
日
日
新

聞
社
に
よ
る
と
、
喜
界
に
飛
来
し
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
は
そ
の
後
、
奄
美
大
島
北
部
で
確

認
さ
れ
、
龍
郷
町
で
初
確
認
さ
れ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
も
瀬
戸
内
町
与
路
島
で
確
認
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。（
1
月
上
旬
現
在
の
情

報
に
よ
る
）

　

幸
せ
を
運
ぶ
と
い
わ
れ
、
約
９
０
０
㌔

を
旅
し
て
奄
美
に
初
飛
来
し
た
兄
弟
コ
ウ

ノ
ト
リ
。
今
度
は
、
つ
が
い
（
夫
婦
）
で

仲
良
く
再
飛
来
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
日
を

期
待
し
た
い
。

３
年
ぶ
り
に
年
内
製
糖
期
ス
タ
ー
ト・

郡
内
で
は
喜
界
の
み

Ⅰ
タ
ー
ン
し
て
農
業
研
修

　
　

〜
農
業
後
継
者
育
成
事
業
〜

規
農
家
の
掘
り
出
し
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

新
年
早
々
、
畜
産
業
界
は
幸
先
の
い
い

ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
町
民
に
明
る
い
話
題

を
提
供
し
た
。

喜
界
島
に
飛
来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

情
報　

そ
の
後
…

　

喜
界
島
で
農
業
を
学
ぶ
た
め
に
、
夫
婦

で
静
岡
県
磐
田
市
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
佐

藤
盛
幸
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、
町
の
農
業
後

継
者
育
成
事
業
（
主
管
課 

役
場
産
業
振

興
課
）
の
研
修
を
始
め
た
。

　

こ
れ
ま
で
個
人
事
業
者
と
し
て
企
業
の

企
画
を
請
け
負
う
事
業
を
展
開
し
て
き
た

佐
藤
さ
ん
は
、
町
内
で
オ
ー
ガ
ニッ
ク
（
有

機
栽
培
）
に
取
り
組
む
杉
俣
紘
二
朗
さ
ん

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
、
有
機
栽
培

に
魅
力
を
感
じ
た
。
そ
の
後
、
佐
藤
さ
ん

は
一
大
決
心
を
し
て
喜
界
島
に
移
住
。
現

在
は
、
同
事
業
の
認
可
を
得
て
、
各
農
家

や
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ト
マ
ト
を
中
心
と

し
た
農
業
を
学
ん
で
い
る
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
こ
の
研
修
で
農
業
の
基

礎
を
学
び
、
い
ず
れ
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を

中
心
と
し
た
農
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
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積
山
泰
夫
さ
ん
が

　
　
　

新
教
育
長
に
就
任

積
山
泰
夫
さ
ん
が

　
　
　

新
教
育
長
に
就
任

子
ど
も
も
大
人
も
餅
つ
き
に
夢
中

〜
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

め
ば
え
〜

　

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
め
ば
え
（
代

表 

増
田
好
明
）
が
主
催
す
る
餅
つ
き
大
会

が
こ
の
ほ
ど
、
旧
小
野
津
小
学
校
内
で
開

催
さ
れ
た
。

　

餅
つ
き
大
会
に
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
約
１
１
０
人
が
集
ま
り
、
参
加
者

た
ち
は
約
20
㌕
の
餅
米
を
炊
い
た
あ
と
、

楽
し
そ
う
に
餅
を
つい
た
り
丸
め
た
り
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
行
事
は
、
平
成
23

年
ま
で
旧
小
野
津
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い

た
餅
つ
き
大
会
を
同
団
体
が
引
き
継
ぎ
、

今
回
で
２
回
目
の
開
催
と
な
る
。

　

増
田
さ
ん
は
「
大
人
で
も
体
験
し
た
こ

と
が
な
い
人
が
多
く
、
参
加
者
み
ん
な
が

喜
ん
で
い
た
。
来
年
も
開
催
予
定
な
の
で
、

会
員
以
外
の
方
も
親
子
・
地
域
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
の
場
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
た
。

大人も子どもも楽しく餅つき【提供写真】
　

鹿
児
島
喜
界
会
新
春
賀
詞
交
換
会
が
１

月
12
日
、
約
60
人
の
会
員
が
参
加
の
下
、

鹿
児
島
市
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

会
で
は
、
恵
藤
和
教
会
長
が
「
今
年
の

干
支
は
午う
ま

。
馬う
ま

と
い
え
ば
む
か
し
、
喜
界

馬
が
運
搬
、
耕
運
、
キ
ビ
の
圧
搾
な
ど
農

作
業
の
中
心
で
活
躍
し
て
い
た
。
喜
界
馬

に
支
え
ら
れ
、育
て
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

み
な
さ
ん
の
馬
力
で
町
と
喜
界
会
の
発
展
の

た
め
に
頑
張
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
直
島
秀
守
副
町
長
は

「
喜
界
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
喜

界
島
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
、

役
員
に
『
喜
界
大
使
』
の
委
嘱
状
を
交
付

し
た
。
そ
の
後
は
、
踊
り
や
歌
な
ど
の
余

興
で
盛
り
上
が
り
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

た
。（
報
告
：
鹿
児
島
喜
界
会 

事
務
局

長 

作
井
博
）

　

先
月
勇
退
さ
れ
た
晴
永
清
道
前
教
育
長

の
後
任
、
積
山
泰
夫
新
教
育
長
の
あ
い
さ
つ

を
掲
載
し
ま
す
。

　

ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
1
月
6
日
付
け
で
喜
界
町
教

育
委
員
会
委
員
・
教
育
長
を
拝
命
し
、
そ

の
重
責
に
身
も
心
も
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
前
任
の
晴
永
清
道
教
育
長
か
ら
「
事

務
引
き
継
ぎ
」
を
受
け
て
、
そ
の
膨
大
な

資
料
や
冊
子
等
に
目
を
通
し
な
が
ら
、
歴

代
の
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
栄

誉
と
伝
統
に
輝
く
喜
界
の
教
育
に
改
め
て

深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

学
校
再
編
に
よ
り
平
成
24
年
度
か
ら
、

２
幼
稚
園
・
２
小
学
校
・
１
中
学
校
と
い
う

体
制
に
な
っ
て
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、「
ふ
る
さ
と
と

自
ら
に
誇
り
を
も
つ
教
育
の
推
進
」を
図
り
、

「
や
る
気
に
み
ち
た
人
材
の
育
成
」「
21
世

紀
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」

を
基
本
方
針
と
し
て
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
に
お
い
て
重
点
努
力
目
標
・
重
点
施

策
を
設
定
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
実
際
の
事
業
等
を
通

し
て
そ
の
実
現
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
そ
の
成
果
が
問
わ
れ
、
求
め

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
育

行
政
の
推
進
に
当
た
って
は
、
私
自
身
も
喜

界
島
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
等
を
も
っ
と
も
っ

と
深
く
理
解
し
、
誇
り
を
も
っ
て
そ
の
す

ば
ら
し
さ
を
内
外
に
向
け
て
情
報
発
信
し

て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。
例
え
ば
、
町
民
憲
章
の
前
文
に
謳う
た

わ

れ
て
お
り
ま
す
「
豊
か
な
人
情
」
と
「
町

花
（
竜
舌
蘭
）」
―
―
竜
舌
蘭
は
長
い
歳

月
を
日
照
り
や
風
雨
、
波
浪
な
ど
自
然
の

試
練
に
耐
え
て
生
き
抜
き
、
見
事
な
花
を

咲
か
せ
る
根
強
さ
が
あ
る
。
町
民
も
こ
の

竜
舌
蘭
に
あ
や
か
っ
て
、
ど
ん
な
苦
し
み
に

も
打
ち
か
つ
根
性
を
培
い
、
島
興
し
に
反

映
さ
せ
よ
う
と
町
花
に
定
め
ら
れ
た
。（
昭

和
40
年
）
―
―
の
「
根
強
さ
・
根
性
」
の

組
み
合
わ
せ
は
絶
妙
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
「
人
情
（
優
し
さ
）

と
根
性
（
強
さ
）」
を
し
っ
か
り
と
身
に
付

け
て
、
将
来
の
夢
・
希
望
等
の
実
現
に
向
け

て
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
こ

の
美
し
い
自
然
・
豊
か
な
人
情
の
島
で
、
仕

事
に
励
み
つ
つ
、
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
さ
ら
な
る
自
己
実
現
と
「
活

気
に
満
ち
た
文
化
と
産
業
の
町
づ
く
り
」

に
努
め
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
本
町
教
育
に
対
す
る
御
理
解

と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

昭和 24 年生まれ。先内集落
在住。昭和47年に教職に就き、
平成 22 年上嘉鉄小学校校長
を最後に定年退職。趣味は、
読書、ジョギング、磯釣り。

積
山
泰
夫
教
育
長

（64）

積

Profile

郷
土
を
想
い
、
親
睦
を
深
め
る

　
　
　
　

〜
鹿
児
島
喜
界
会
〜

副町長から「喜界大使」の委嘱状が
渡された【提供写真】
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れ
、父
は
喜
界
島
与
人
（
間
切
り
の
長
）
勝
世
。

禎
民
自
身
も
42
歳
の
時
、喜
界
島
与
人
と
な
る
。

　

当
時
、
辺へ

ん

ぴ鄙
で
不
便
な
場
所
に
位
置
し
て
い

る
と
い
わ
れ
た
山
田
村
で
は
、
台
風
時
期
に
は
風

当
た
り
が
強
く
、
農
作
物
を
植
え
て
も
な
か
な

か
育
た
な
い
土
地
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
村
民
は

年
々
借
金
が
増
え
、
家
財
や
妻
・
子
を
売
り
払

い
、
自
分
ま
で
身
売
り
す
る
者
が
多
数
で
た
。

そ
し
て
、
代
官
所
か
ら
そ
の
救
済
を
命
じ
ら
れ

た
禎
民
は
、早
町
村
か
ら
山
田
村
に
移
り
住
み
、

村
の
再
建
に
取
り
組
ん
だ
。

　

禎
民
は
、
村
民
の
た
め
に
自
費
で
農
具
等
を

調
達
し
、
牛
馬
を
貸
し
与
え
て
農
業
に
精
を
出

さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
農
業
も
軌
道
に
乗
り
、

他
村
へ
身
売
り
し
て
い
た
者
も
次
第
に
帰
っ
て
き

た
。
こ
の
噂
が
他
村
で
も
広
ま
り
、
移
住
す
る

者
が
増
え
、
村
は
立
ち
直
っ
た
。

　

ま
た
、
禎
民
は
早
町
村
で
も
自
分
の
米
約

十
二
万
石
を
支
出
し
、
川
工
事
や
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
を

行
っ
た
。
嘉
鉄
村
（
上
嘉
鉄
）
で
は
、
排
水
路

の
工
事
を
興
し
、
水
害
の
発
生
を
な
く
す
な
ど
、

各
所
で
島
興
し
と
島
民
救
済
に
努
め
た
。

※
間
切
り
…
昔
の
行
政
単
位
〈
参
考
資
料
「
平

成
18
年
度
喜
界
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総

会
講
演
資
料
（
尾
口
義
男 

元
喜
界
高
校
校
長
）」〉

名
所
・
伝
説

●
農
民
が
泉
家
の
屋
敷
に
出
入
り
す
る
と
き
に

手
を
洗
っ
た
場
所

　

泉
禎
民
の
屋
敷
跡
に
残
る
名
所
。
当
時
、
人

望
の
厚
か
っ
た
泉
禎
民
の
屋
敷
に
は
、
農
民
な
ど

の
多
く
の
人
々
が
出
入
り
し
、
そ
の
場
所
で
手
を

洗
って
屋
敷
に
上
が
って
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

●
荒
木
王
と
山
田
王
の
力
比
べ

　

昔
、
荒
木
間
切
り
を
治
め
る
荒
木
王
と
山
田

間
切
り
を
治
め
る
山
田
王
が
い
た
。
荒
木
王
が
い

る
海
側
で
は
魚
が
獲
れ
、
山
田
王
が
い
る
山
手
で

第第
99
回　

山
田
集
落

回　

山
田
集
落

概
要

　

人
口
18
人
、
世
帯
数
12
世
帯
（
平
成
26
年

１
月
１
日
現
在
）。
城
久
集
落
と
川
嶺
集
落

の
中
間
に
位
置
し
、
集
落
の
中
心
は
海
抜
75

㍍
の
高
地
に
あ
る
。

集
落
行
事

●
六
月
燈

　

旧
暦
の
6
月
15
日
に
行
わ
れ
る
行
事
。
集
落

民
が
集
ま
り
、
神
社
に
農
作
物
の
豊
作
を
祈
願

し
な
が
ら
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
語
り
合
う
。

●
豊
年
祭

　

旧
暦
９
月
15
日
と
16
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
祭
り
。
初
日
は
、
集
落
公
民
館

で
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。
2
日
目
は
、
敬

老
会
を
兼
ね
て
、
集
落
の
敬
老
者
を
祝
い
な

が
ら
、み
ん
な
で
八
月
踊
り（「
か
ー
ら
ー
す
ー
」

「
は
ち
が
ど
ぅ
ー
」「
あ
か
ん
も
ー
ら
ー
」
な

ど
）
を
踊
って
親
交
を
深
め
る
。

集
落
性

　

集
落
民
は
引
っ
込
み
思
案
な
人
が
多
く
、

人
前
に
出
る
こ
と
を
あ
ま
り
好
ま
な
い
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
は
旺
盛
で
、
高
齢
者
も
集
落

作
業
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

神
社

●
水
神
社
・
保
食
神
社

　

以
前
は
、
集
落
の
外
れ
か
ら
約
30
㍍
登
っ
た

高
台
に
水
神
社
・
保
食
神
社
が
あ
っ
た
が
、
道

路
拡
張
に
よ
り
高
齢
者
が
登
る
こ
と
が
で
き
な

い
急
斜
面
と
な
っ
た
た
め
、
約
30
年
前
に
集
落

内
の
た
め
池
横
に
神
社
を
移
設
し
た
。

集
落
が
誇
る
偉
人

●
島
興
し
と
島
民
救
済
に
尽
く
し
た「
泉
い
ず
み

禎て
い
み
ん民

」

　

寛
政
10
年
（
１
７
９
８
）
に
喜
界
島
で
生
ま

は
米
が
穫
れ
、
お
互
い
の
生
活
の
た
め
に
物
々
交

換
を
し
て
い
た
。

　

あ
る
日
の
物
々
交
換
で
、
海
が
時し

け化
て
魚
が

獲
れ
な
か
っ
た
荒
木
間
切
り
は
、
山
田
間
切
り
に

「
魚
を
持
っ
て
こ
な
け
れ
ば
米
と
交
換
し
な
い
」

と
断
ら
れ
た
。
数
年
後
、
今
度
は
山
田
間
切
り

が
干
ば
つ
で
米
が
穫
れ
な
く
な
り
、
荒
木
間
切
り

に
物
々
交
換
を
断
ら
れ
た
。

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
言
い
争
い
と
な
り
、「
ど

ち
ら
が
力
が
あ
る
か
王
様
が
石
を
投
げ
合
っ
て

勝
負
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果

は
、
遠
く
に
投
げ
た
の
は
荒
木
王
だ
っ
た
が
、

重
い
石
を
投
げ
た
の
は
山
田
王
と
い
う
こ
と
で

勝
負
は
引
き
分
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
魚
を

皆
さ
ん
方
に
招
待
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
か
ら
荒
木
間
切
り
と
山
田
間
切

り
は
仲
良
く
な
っ
た
。

〈
参
考
資
料「
喜
界
島
の
伝
説・昔
話
」三
弥
井
書
店
〉

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

山田集落区長。区長２年目。
昭和23年生まれ。昭和48年、
母が他界したため島に戻る。
農業をしながら、大工や建設
業関係の仕事に従事。定年を
迎え、現在農業に精を出して
いる。趣味は魚釣り。好きな
言葉は「ギブアンドテイク」

福
島
一
昭
区
長

（65）

上空から山田集落を臨む上空から山田集落を臨む

Profile

写真提供　松平浩久さん写真提供　松平浩久さん

農民が泉家の屋敷出入り農民が泉家の屋敷出入り
のときに手を洗った場所のときに手を洗った場所

水神社・保食神社水神社・保食神社
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第 26回鹿児島県子ども芸術祭典第 26回鹿児島県子ども芸術祭典
今年は人形劇です今年は人形劇です

　今年も子ども劇場がやってきます。今回は大阪の人形劇団ク
ラルテの「おきゃく　おことわり？」というお話です。
　ボニーベッカーの絵本をアレンジしたものです。登場するの
は、くまさんとねずみさんの２人。とてもシンプルですが、い
ろいろなことを感じていただけたらと思っています。
　ぜひ、お子さんだけでなく、親子揃って、お孫さんと一緒に
観賞して時間を共有し、見終わった後、大いに語らうきっかけ
作りにしませんか？
　テレビやＤＶＤとは違う、生の劇、劇団の方々の息づかい等、
目の前で演じてるからこそ感じられる何かをぜひ体験してくだ
さい。お持ちしております。

３／２（日）３／２（日）
　役場多目的ホール　役場多目的ホール
　18:30 ～　18:30 ～
３／４（火）３／４（火）
　早町小体育館　早町小体育館
　19:00 ～　19:00 ～
＊公演時間＊公演時間
　約 1時間の予定　約 1時間の予定
★入場料★入場料
　3才以上￥1,000 円　3才以上￥1,000 円後援　喜界町教育委員会

問合せ先　今井（荒木）090-7151-1660、西商店（小野津）66-0123
　　　　　吉永（湾）090-7461-0382、山口商店（早町）66-0028

 今年は 30 回目の節目の年であります。招待選手をお迎えして
盛大に開催しますので、ご家族、ご友人をお誘い合わせのうえ
ご参加下さい。

開 催 日　平成 26年３月９日（日） 
コ ー ス　２Km・５Kｍ・10Km（中学生以上）
受 　 付　８：00～
開 会 式　９：00～
スタート　５Km・10Km　10：00、２Km　10：05
参 加 料　１００円　当日ゼッケンと引き替えに納めて下さい。
招待選手　永田宏一郎氏（35歳）・2001 年 世界陸上選手権男子 10000m日本代表
　　　　　　　　　　　　　　　・2004 年 第 88回日本選手権 10000m 2 位
申込み方法　小学生・中学生　学校宛てに申込書を配付しますので、学校へ申し込んで下さい。  　 　 　
　　　　　　その他　以下の事項を記載した申込書を俊寛ジョギング大会事務局へ提出して下さい。（FAX可）
　　　　　　（①氏名 ②年齢③性別④住所⑤電話番号⑥希望するコース）
申込み締切　平成 26年２月 25日（火）

俊寛ジョギング大会事務局　　喜界町役場　黒田・古沼　TEL　0997-65-1111　FAX　0997-65-4316

後援　喜界町教育委員会後援　喜界町教育委員会

第 30回俊寛ジョギング大会を開催します！
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喜界町の家計簿喜界町の家計簿

　平成２４年度の歳入総額は、一般会計と特別
会計の連結決算で９３億８８６４万円（対前年比 約
２億３千万円減）。歳出総額は９１億９８３６万円（対
前年比 約２億円減）となった。
　一般会計で見ると、歳入総額は５７億２７０５万
円（対前年比 約４億３千万円減）。歳出総額は、
５５億６３２９万円（対前年比　５億円減）となった。
※誌面の都合により、掲載が遅れました。

平成24年度平成24年度

町税…町民税や軽自動車税、固定資産税など
分担金及び負担金…町の行う事業により利益
を受けるものから、その受益を限度とした賦課徴
収するもの。老人保護措置（養護老人ホーム）
費など
使用料及び手数料…公営住宅の家賃や住民
票などの証明書発行のために納められたお金
財産収入…教員住宅の家賃や町所有の土地
の地代などのお金
地方交付税…地方公共団体が等しく行政サー
ビスを提供することができるよう、国が配分する
お金
町債…町が行う公共事業などの財源として、国
などから借りたお金
国庫支出金…町が行う特定の事業に対して、
国から交付されたお金
県支出金…町が行う特定の事業に対して県か
ら交付されたお金
地方譲与税…国税として徴収され、一定の基
準により国から地方公共団体に交付されるお金
地方消費税交付金…地方消費税の一部を人
口などにより按

あんぶん

分されて国から交付されるお金

総務費…国や地方自治体の歳出で公務員の
給与などに使われたお金
民生費…高齢者や障害者、子どもの福祉な
どに支出されたお金
衛生費…健康増進、疾病予防、環境保全、
清掃などに使われたお金
農林水産業費…農業、畜産業、水産業など
の振興に使われたお金
商工費…商業、観光の振興などに使われた
お金
土木費…道路や公園、公営住宅の建設など
公共事業・土木事業等に利用されたお金
消防費…消防署や消防団の運営など、消防
活動や救急活動に使われたお金
教育費…公立学校の運営管理や施設設備、
生涯学習の推進などに使われたお金
災害復旧費…台風や大雨などの災害により
被害を受けた道路・農道等の復旧に使われた
お金
公債費…公共事業などの財源として借りた公
債の償還や利子の支払いに使われたお金
議会費…議員の報酬など、議会運営に使わ
れたお金

歳 入歳 入

歳 出歳 出

町の財政事情をお知らせします！町の財政事情をお知らせします！
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◎主な財政用語
財政力指数…財政力を示す指標。数値が高いほど財政力が強
いとされ、１を超えると、普通交付税が交付されない。また、指
数が1以下の団体であっても、１に近い団体ほど財源に余裕が
あるといえる。
実質収支比率…歳入から歳出を引いた額（形式収支）から、
翌年に繰り越すべき額を控除した決算額を実質収支といい、標
準財政規模に対する実質収支額の割合を実質収支比率とい
う。実質収支が黒字の場合はプラスとなり、赤字の場合はマイ
ナスとなる。

◆平成 24年度末地方債（借金）
　昨年度は新たに３億９９４０万円を
借り入れ、元金６億４０１９万円を返
済した。起債残高は61億９５０９万
円。（一般会計）
◆平成 24年度末基金（貯金）
　昨年度は２億８１６３万円を積立
て、取り崩しは１億７４万円、基
金残高は２６億８８０３万円となった。
（特別会計を含む）

年　度　
　区　分　　 H24 H23

増減
(H24-23)

歳入総額 Ａ 5,727,058 6,159,399 △432,341
歳出総額 Ｂ 5,563,293 6,057,419 △494,126
形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 163,765 101,980 △ 61,785
翌年度への繰越 Ｄ 112,836 21,414 91,422
実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ ②50,929 ① 80,566 △ 29,637
単年度収支②－① Ｆ △29,637 △ 75,581 45,944
積立金 Ｇ 1,139 41,205 △ 40,066
繰上償還金 Ｈ 0 126,474 △126,474
積立金取崩し額 Ｉ 0 0 ー
実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） △28,498 92,098 △120,596

経常収支比率…経常的経費（人件費、物件費、扶助費、
公債費、補助費等などのうち臨時的なもの除いた経費）のた
めに経常一般財源（町税、地方交付税、地方譲与税の使途
が特定されないもの）がどれだけ充当されたかを示す比率を表し
たもの。比率が低いほど財政構造は弾力性がある（臨時的支
出や町単独事業に柔軟に対応できる）。
財政調整基金積立金…不況による予期しない収入の減少や災
害の発生等による思わぬ支出の増加に備え、財源に余裕のあ
る年度に積立金を行うもの。一般に地方自治法第２４１条に基
づく基金の形で行われる。一般家庭でいう貯金のようなもの。
地方債残高…地方公共団体が資金調達のために負担する債務
（町の借金）の残高で、借入期間が1年を超えるもの。
実質公債費比率…収入に対する借入金返済額の比率を示
す。従来の起債制限比率には反映されなかった一般会計から
特別会計への繰出金も含まれる。18％を超えると起債の際に
は県の許可が必要となり、25％を超えると起債が制限され、財
政健全化計画を定めなければならない。財政の健全度を測る
上で重要な指標。
将来負担比率…将来の収支や実質的な負債を捉えた指標。
負担を将来に先送りすること等により将来的に財政悪化が生じ
ないようにするため、財政健全化法において規定されている。
３５０％を超えると健全化計画を策定し、財政の健全化を図る必
要がある。

内　訳 収入済額 支出済額 差引残額

決  算  総  額 9,388,645 9,198,361 190,284

一  般  会  計 5,727,058 5,563,293 163,765

 特  別  会  計 3,661,587 3,635,068 26,519
国民健康保険
（事業勘定）

1,174,289 1,164,348 9,941

国民健康保険
（直診勘定）

4,893 4,893 0

介護保険事業 912,864 900,038 12,826
後期高齢者医療事業 94,183 93,085 1,098
老人福祉施設事業 396,468 393,873 2,595
屠畜場事業 1,774 1,774 0
簡易水道事業 468,590 468,531 59
農業集落排水事業 55,252 55,252 0
公共下水道事業 553,274 553,274 0

歳出決算額平成 24 年度の主な事業

一般会計の収支状況 地方債・基金の状況

区分 H24 H23 増減（H24-H23)

財政力指数 0.17 0.17 0
実質収支比率 1.4 2.2 △ 0.8
経常収支比率 89.9 89.7 0.2

財政調整基金積立金 11億340万 10億6196万 4144万
地方債残高 61億 9509万 64億 3588万 △２億4079万
実質公債費比率 13.3 13.3 0
将来負担比率 43.8 58.3 △ 14.5

主な財政指数

衛生費…焼却灰搬出処理委託料

農林水産業費…農業施設補修工事

土木費…地域住宅交付金事業

消防費…高規格車購入事業

教育費…早町小学校体育館窓等改修　

　　　　工事

農林水産業費…県営畑地帯総合事業　

　　　　　　　（育成型）

総務費…一般コミュティー事業

民生費…施設開放準備経費助成特別　

　　　　対策事業

衛生費…合併処理浄化槽設置事業

農林水産業費…荒木漁港地域水産物　

　　　　　　　供給基盤整備事業

土木費…喜界島港改修事業

教育費…喜界中学校多目的ホール

　　　　新築工事

※青色で標記している事業は補助事業

１４２２万円
２７７５万円
１２７２万円
３６１６万円

７３５万円

６６２７万円
５３０万円

３００万円
３２９万円

６２８０万円
３億６９３４万円

５６８１万円
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　

※
早
世
と
は
65
歳
未
満
で
亡

く
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

★
全
国
の
1.5
倍

（
40
～
69
歳
男
性
の
死
亡
）
男

性
で
は
、
不
慮
の
事
故
、
心
疾

患
、
が
ん
、
肝
疾
患
、
自
殺
、

肺
炎
、
脳
血
管
疾
患
の
順
に
全

国
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
で
は
、
脳
血
管
疾
患
が
全

国
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

★
早
世
の
原
因

　

奄
美
の
島
々
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
消
費
量
が
全
国
的
に
見
て

も
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
喜
界
島
の
青
年
・
壮

年
層
の
生
活
習
慣
は
心
配
な
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
肥
満
の
人

の
割
合
が
、
県
本
土
と
比
較
す

る
と
男
女
と
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す

　

介
護
を
受
け
る
高
齢
者
に

と
っ
て
、
家
族
や
施
設
の
職
員

は
と
て
も
心
強
い
存
在
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
信
頼
し
て
い
る

家
族
や
職
員
か
ら
虐
待
を
受
け

る
と
い
う
事
件
が
あ
る
の
も
事

実
で
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
は
、
長
く
な

る
ほ
ど
心
身
に
負
担
が
か
か
り

ま
す
。
一
人
で
、
ま
た
家
族
だ

け
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

介
護
の
仕
方
や
、
認
知
症
へ

の
対
応
が
不
適
切
な
為
に
、
介

護
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
虐
待

に
な
っ
て
い
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

暴
力
で
体
を
傷
つ
け
る
事

だ
け
で
な
く
、
こ
ん
な
こ
と
も

実
は
虐
待
と
判
断
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
食
事
を
無
理
に
口
に
入
れ
る

●
徘
徊
す
る
の
で
ベ
ッ
ド
に
縛

　

り
つ
け
る
。
部
屋
に
鍵
を
か

　

け
て
外
に
出
さ
な
い

●
排
泄
の
失
敗
を
非
難
し
、
人

　

前
で
話
し
て
恥
を
か
か
せ
る

●
子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る
、

　

無
視
す
る

●
お
漏
ら
し
し
な
い
よ
う
に
水

　

分
を
制
限
す
る
。
必
要
な
介

　

護
を
し
な
い

●
お
金
を
勝
手
に
使
う

ご
存
じ
で
し
た
か
？

介
護
を
長
続
き
さ
せ
る
コ
ツ
は
、

◎
高
齢
者
へ
の
上
手
な
対
応

　

○
大
切
に
し
て
い
る
心
を
伝
え

　
　

な
が
ら
安
心
し
て
も
ら
う

　

○
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い

　

○
ペ
ー
ス
を
あ
わ
せ
る

　

○
聞
き
上
手
に
な
る

　

○
事
故
を
防
ぐ
工
夫
を
す
る

◎
介
護
者
の
適
度
な
息
抜
き
と
気

　

分
転
換

◎
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

◎
介
護
を
受
け
て
い
る
方
の
「
笑

　

顔
」
や
「
あ
り
が
と
う
」
の
心

　

や
言
葉
は
介
護
者
の
大
き
な
励

　

み
。
お
互
い
の
い
た
わ
り
あ
い

　

が
大
切
で
す
。

　

理
屈
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
介
護
を
続
け
て
い
る
方
に

と
っ
て
は
、
上
手
に
介
護
で
き
な

い
、
優
し
く
介
護
で
き
な
い
自
分

自
身
と
の
戦
い
の
日
々
で
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
家
族
や
友

人
な
ど
信
頼
で
き
る
人
に
話
を
聞

い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

町
役
場
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

島
の
男
性
は

早
世
が
多
い

　

疾
患
の
早
期
発
見
や
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
が
大
切
で
す
。

　

健
康
診
断
や
が
ん
検
診
を
受

け
て
自
分
の
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
防
ご
う

　
　
　
　

高
齢
者
虐
待

◆すこやかセンターからのお知らせ◆
≪ 親子教室の協力者を募集します ≫
親子教室の際に、別室で小さいお子さんたちを預かってくれるボランティアスタッフを募集しま
す。ご協力下さる方、ご連絡をお待ちしています。

≪ 高齢者虐待相談窓口≫
喜界町地域包括支援センター（保健福祉課内）

★上記に関するお問い合わせ先　　☎６５－３５２２
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

　
　

と
び
ら

　
　

と
び
ら

〜
第
３
日
曜
日
「
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
」
〜

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
ふ
る
さ
と
美
化

活
動
」
の
日
で
す
。
本
町
は
平
成
21
年
10

月
に
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加

盟
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
の
存

続
や
美
し
い
景
観
の
保
護
な
ど
は
勿
論
の
こ

と
、
温
か
い
人
情
や
地
域
文
化
の
保
存
・
継

承
も
私
た
ち
の
責
務
で
す
。

　

各
種
団
体
と
連
携
を
図
り
、
町
民
あ
げ

て
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

12
月
13
日
か
ら
３
月
10
日
ま
で
の
約
３
ヶ

月
間
、
町
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
部
照
明
取
替
、

更
衣
室
改
修
及
び
暗
幕
撤
去・新
設
に
伴
い
、

利
用
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
の
方
々
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
記
念 

第

12
回 

奄
美
を
描
く
美
術
展 

喜
界
島
巡
回

展
が
12
月
13
日
〜
22
日
ま
で
、
喜
界
町
中

央
公
民
館
新
館
ロ
ビ
ー
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
美
術
展
は
、北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

日
本
各
地
か
ら
、
１
２
４
点
の
出
展
が
あ
り
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
を
目
指
し
て
!

そ
の
中
か
ら
入
選
・
入
賞
し
た
作
品
38
点
と

奄
美
パ
ー
ク
が
保
管
す
る
田
中
一村
の
複
製

画
６
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

喜
界
町
か
ら
応
募
し
入
選
し
た
、
平
富

士
子
さ
ん
、
玉
城
邦
子
さ
ん
、
吉
嶺
美
智
子

さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
期
間
中
３
５
１

名
が
訪
れ
賑
わって
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
「
豊
か
な
心
を
育
て
る
読

書
大
賞
（
前
期
）」
の
表
彰
式
が
喜
界
町
役

場
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
期

（
４
月
〜
９
月
）
に
、
町
内
の
児
童
生
徒
で

町
図
書
館
や
学
校
図
書
館
、
学
級
文
庫
で

借
り
た
本
の
総
数
が
各
学
年
で
最
も
多
かっ

た
子
ど
も
を
「
多
読
者
賞
」。
ま
た
、
読
書

感
想
文
コン
ク
ー
ル
最
優
秀
者
も
表
彰
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

小
３
年
）
▽
吉
行
朝
陽
（
喜
界
小
４
年
）
▽

正
木
彪
芽（
喜
界
小
５
年
）▽
初
く
る
み（
喜

界
小
６
年
）
▽
西
岡
龍
大
（
喜
界
中
１
年
）

▽
酒
井
里
菜
（
喜
界
中
２
年
）
▽
平
英
里
香

（
喜
界
中
３
年
）

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
図
る
た
め

に
１
月
12
日
（
日
）
に
「
喜
界
町
学
力
向

上
対
策
す
ば
る
塾
模
擬
テ
ス
ト
」
を
喜
界

町
役
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
テ
ス
ト
は

㈱
昴
塾
と
提
携
し
た
模
擬
テ
ス
ト
で
、
今

回
は
中
学
生
を
対
象
と
し
、
２
月
に
は
小

学
生
を
対
象
に
行
う
予
定
で
す
。
受
検
は

希
望
者
と
し
、
町
か
ら
受
検
料
の
半
額
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
志
望
校
判
定

な
ど
結
果
は
個
人
宅
へ
郵
送
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
、
県
レ
ベ
ル
で
自

分
の
学
力
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
付
け
を
ね
ら
っ

て
い
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書
大
賞
表
彰
式

　

読
書

活
動
は
、

子
ど
も
が

「
言
葉
を

学
ぶ
」「
感

性
を
磨

く
」「
表

現
力
を
高

め
る
」「
創

造
力
を
豊

か
な
も
の

に
す
る
」

等
、
豊
か

な
心
を
育

町
体
育
館
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ
!

第
12
回 

奄
美
を
描
く
美
術
展

て
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。
同
大
賞
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

読
書
大
賞
を
受
賞
し
た
喜
界
小
６
年
の

竹
内
桃
香
さ
ん
は
「
次
は
２
５
０
冊
を
超
え

る
よ
う
に
本
を
た
く
さ
ん
読
み
た
い
。
読
書

で
心
の
種
を
いっ
ぱ
い
ま
き
、
そ
れ
が
役
立
つ

よ
う
努
力
し
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
多
読
者
賞
の
部
】

▽
田
中
美
麗
（
喜
界
小
１
年
）
▽
枦
山
青
夏

（
喜
界
小
２
年
）
▽
山
元
千
波
（
喜
界
小
３

年
）
▽
今
井
有
夏
（
喜
界
小
４
年
）
▽
保
科

果
南
（
早
町
小
５
年
）
▽
竹
内
桃
香
（
喜

界
小
６
年
）
▽
辰
己
義
也
（
喜
界
中
１
年
）

▽
當
原
優
芽
（
喜
界
中
２
年
）
▽
藤
原
直
央

（
喜
界
中
３
年
）

【
読
書
感
想
文
の
部
】

▽
福
田
春
琉
（
喜
界
小
１
年
）
▽
美
島
龍
真

（
早
町
小
２
年
）
▽
市
山
杏
祐
美
（
喜
界

　

開
催
準
備

に
来
ら
れ
た

名
瀬
美
術
協

会
長
の
久
保

井
博
彦
さ
ん

に
よ
る
美
術

ト
ー
ク
も
行

わ
れ
、
個
々

の
作
品
の
説

明
が
あ
り
、

構
図
や
配
色

な
ど
、
作
品

を
観
て
楽
し

む
た
め
の
基

本
に
つい
て
も

話
さ
れ
ま
し

た
。

喜
界
町
学
力
向
上
対
策

　
　
　
　
　
　
　

す
ば
る
塾
模
擬
テ
ス
ト
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有料広告

　

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づい
て

き
ま
し
た
。
平
成
25
年
分
の
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
期
間
は
、
平
成
26
年

2
月
17
日
（
月
）
か
ら
平
成
26

年
3
月
17
日
（
月
）
ま
で
と
なっ

て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が

所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計

算
し
て
納
税
す
る
申
告
納
税
制

度
と
採
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告

と
納
税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の

提
出
は
、
郵
送
等
で
も
で
き
ま

す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま

す
と
、
申
告
相
談
会
場
は
大
変

混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

）
の
、「
確

定
申
告
等
の
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

（
☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
２
１
）

※
自
動
音
声
案
内

　

平
成
26
年
1
月
か
ら
、
記

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対

象
と
な
る
方
が
拡
大
さ
れ
、
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山

林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行

う
全
て
の
方
（
所
得
税
申
告
が

必
要
な
い
方
も
含
ま
れ
ま
す
。）

が
、売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、

仕
入
れ
や
経
費
に
関
す
る
金
額

等
を
帳
簿
に
記
載
し
、
そ
の
帳

簿
や
取
引
価
格
に
係
わ
る
請
求

書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
個
人

で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳

簿
の
記
載
・
記
録
の
保
存
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
が
実
施
す
る

「
記
帳
説
明
会
」
等
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
の
所
得

税
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

大
島
税
務
署

（
☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
２
１
）

※
自
動
音
声
案
内

暮らしの情報 インフォメーション

○
目
的　

　

奄
美
大
島
出
身
者
の
子
弟
で
、

大
学
等
に
在
学
し
、
成
績
優
秀
、

心
身
健
全
で
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
者
に
、
修
学
に
必
要
な
資
金

を
貸
し
付
け
、
有
用
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

○
貸
与
金
及
び
期
間

高
専
、
短
大
・
大
学
生
・
・
・
金

額
3
万
円
（
期
間
は
正
規
の
修

学
期
間
）

大
学
院
生
・・・
金
額
3
万
5
千

円
（
期
間
は
正
規
の
修
学
期
間
）

○
貸
与
金
及
び
期
間

　

卒
業
後
6
ヶ
月
を
経
過
し
た

後
、
10
年
以
内
の
期
間
に
、
毎
月

均
等
額
以
上
を
返
還
（
無
利
息
）

○
必
要
書
類

①
「
貸
費
生
願
書
」
自
筆
の
も

の
で
、
家
族
の
所
得
な
ど
が
わ
か

る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

②
「
写
真
1
枚
」
撮
影
後
3
ヶ

月
以
内
の
も
の
で
、
縦
４㎝
、
横

３㎝
以
内
の
も
の
を
貸
費
生
願
書

の
生
年
月
日
欄
右
側
に
貼
付

③
「
奨
学
生
推
薦
調
書
」
卒
業

し
た
学
校
の
学
校
長
が
作
成
し

た
も
の

④
「
成
績
証
明
書
」
卒
業
し
た

学
校
の
学
校
長
が
作
成
し
た
も
の

⑤
「
戸
籍
謄
本
／
住
民
票
」
発

行
3
ヶ
月
以
内
の
も
の

○
選
考
方
法

　

申
込
願
書
を
4
月
末
日
で
締

切
り
。
書
類
変
更
の
上
、
５
月

中
に
決
定
す
る
。

○
奨
学
生
人
員

　

若
干
名

○
推
薦
に
必
要
な
書
類
交
付

　

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会
事
務

局
で
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

○
事
務
局

〒
１
０
１
―
０
０
４
１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町

2
丁
目
23
番
地　

Ｓ
Ｓ
ビ
ル
２

階　

宗
村
法
律
事
務
所
内

☎
03
―
５
２
９
８
―
８
２
８
１

℻  
03
―
５
２
９
８
―
８
２
８
２

財
団
法
人
奄
美
奨
学
会

理
事
長　

大
江
修
造

担
当
理
事　

宗
村
森
信

《鹿児島県の最低賃金》
必ずチェック最低賃金！

使用者も労働者も

鹿児島県の最低賃金が平
成 25 年 10 月 27 日より時
間額６６５円に改正され

ました！！
★鹿児島県最低賃金は県下

すべての労働者に適用されま

す。ただし、別に定める特定

（産業別）最低賃金の産業に

該当する場合は、島外最低賃

金も適用されます。

★お問い合わせ先★

鹿児島労働局（099-223-8278）

・各労働基準監督署 http://

kagoshima-roudoukyoku.jsite.

mhlw.go.jp/

【最低賃金テレホンサービス　

099-223-8881】

必ずチェック最低賃金！

平成 26年３月９日（日）14：30 開演
場所：中央公民館旧ホール
内容：和太鼓、篠笛、釘、チャッパ等
　　　による組太鼓の演奏
入場は無料です。和太鼓に興味がある方
はどなたでも見に来てください
問合せ先：0997-65-2987（竹内）

喜界島太鼓発表会喜界島太鼓発表会喜界島太鼓発表会

確
定
申
告
は

　
　
　

正
し
く
お
早
め
に

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
！

奄
美
奨
学
会
貸
費
生
募
集
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　「空家待ち順位登録」とは、県営住宅入居希望
者の抽選により登録順位を決め、空家が発生したとき
に順番に入居していただく制度です。
　平成 26 年度分の受付は、下記のとおりです。希
望される方は、期間内にお申し込みください。

記
●申込書の配布・受付
　平成 26 年 2月3日（月）から24日（月）までの 
午前 9時から午後 5時
　※土・日・祝日の配布、受付はできません。
●抽選日
　平成 26 年 3月6日（木）
●申込書配布・受付　問い合わせ先
　大島支庁喜界事務所総務係　0997－65－2091
※① 　現在、空き家待ちをされている方につきまして
も、今回申込みをされないと、これまでの登録は
無効になりますので、御注意ください。

※② 　空家待ち順位登録の受付は今回限りですが、
入居申込みにつきましては随時受け付けておりま
す。ただし、入居順位は、上記申込みによる抽
選で決まった方の後になります。 

※③ 　今回の順位登録期間は、平成 26 年 4月1日
から平成 27 年 3月31日までですので、その間
に空家がでなければ順番は無効になります。１
番の方であっても、空家が発生しなければ入居
できませんので、御承知おきください。

　　   期間中に入居できなかった方で、引き続き入居
を希望される方は、次年度に再度申込みしてい
ただくことになります。

県からのおしらせ
Information from prefecture 

喜界事務所からのおしらせ
「県営コーラル団地空家待ち順位登録」

　奄美警察署喜界幹部派出所では、「１１０番の日」
の1月10日に早町支所において防犯訓練を行いまし
た。
　訓練は全国に起こりうる犯罪を想定して行い、刃
物を持った犯人役が支所内に押し入り、理不尽な生
活保護を要求。支所の職員がさすまたなどで応戦し、
派出所に連絡。外に追い出した後に駆けつけた警察
官が逮捕するというもの。
　今後も、派出所では島内で様々な訓練を実施し、
これからも町民の安全活動に努めます。
奄美警察署喜界幹部派出所　☎６５－４３０９

派出所からのおしらせ
Information from a police box

喜界幹部派出所からのおしらせ
「防犯訓練の実施・１１０番の日」

11　Kikai Public Relations 2014.2



◎標準コース（男性・女性）
　検査費用額：44,080 円　
　自己負担額：13,224 円
◎女性（マンモグラフィ検査）
　検査費用額：49,850 円　
　自己負担額：14,955 円
☆がんドック（PET／ CTドック）☆
（町が一律 3万円を助成）
【厚地記念クリニック】
◎PETドック受診費用　10万円　
　自己負担額：7万円
◎ PET／ CTドック受診費用　12万円
　自己負担額：9万円
○実施方法○
・役場・保健福祉課で申請をおこなっていただき、
受診券の交付を受けます。提携検査機関で受診し、
利用額から助成額を差し引いた額（自己負担額）
を医療機関に支払って頂きます。
・脳ドックは受診した後に領収書をもって来てい
ただき助成額（１万円）を後日、口座振り込みに
て支給します。
※注意※
　同じ年度内では、人間ドックとがんドックのど
ちらか一方しか助成は受けられません。
　詳しくは、役場・保健福祉課（６５－
３６８５）までお問い合わせください。

山羊、鶏、（100 羽未満）などの家畜の飼育者は
毎年 1回県への報告をお願いします！
　家畜伝染病の「口蹄疫」や「高病原性鳥インフ
ルエンザ」の発生を受け、愛玩目的を含めて家畜
を１頭（羽）でも飼育している方は、その飼養状
況などを毎年１回県へ報告することが家畜伝染病
予防法で義務化されました。
【対象者】牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、
いのしし、鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、
ほろほろ鳥、七面鳥を飼養する方
【報告内容】平成 26 年２月 1日現在の状況を、平
成 26 年 3 月７日までに報告
１．基本情報（規定の様式に記載します）
（１）家畜の所有者の氏名または名称
（２）家畜の所有者の住所
（３）管理者の氏名または名称

（４）管理者の住所
（５）農場の名称
（６）農場の住所
（７）家畜の種類および頭羽数
（８）畜舎等の数
２．飼養衛生管理基準の遵守状況
※少頭（羽）数飼養の方へ
　○馬（1頭）
　○山羊、豚、イノシシ（6頭未満）
　○鶏、あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、お
　よび七面鳥（100 羽未満）
　○ダチョウ（10 羽未満）
　　上記に該当する飼育者は、「１．基本情報（１）
　　～（８）」のみの報告となります。
○鹿児島県ＨＰより、「ホーム＞産業・労働＞食・
農業＞畜産＞トピックス家畜伝染病予防法に基づ
く家畜飼養状況報告」をクリックするか、＜飼養
状況＞で検索すると詳しい情報を見ることができ
ます。
○平成 23 年度から対象になられてる方には、報
告書を送付いたしております。
　飼養されていて報告書が届いていない方は、下
記までお問い合わせください。
【問合せ先】
役場産業振興課　畜産係６５－３６８９（直通）
鹿児島中央家畜保健衛生所　
大島支所　喜界町駐在　６５－００４６（直通）

　議会では、役場コミュニティーホール前の広場
に、イエロー、オレンジ色のユリ約１２０本を植
えました。役場に来庁される際に、少し足を止め
てご鑑賞いただけると幸いです。
　今後も、議会では町民の方々に喜んでいただけ
る様々なボランティア活動を進めていきます。

産業振興課からのおしらせ
［山羊・鶏など家畜飼育者の報告義務］ 議会からのおしらせ

［役場前の広場にゆりを植えました］
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　平成 25 年分の所得税及び町県民税の申告の受
付は、平成 26 年３月 17 日までです。
　また、２月 27 日（午後）と２月 28 日（午前）
には役場研修室にて大島税務署の申告相談が予定
されていますのでご利用ください。
　お問い合わせは税務課まで
　　　　　　　　　役場税務課☎６５－３６８６

　地球環境を守るかごしま県民運動推進会議
　毎月５日をエコライフデーとし、電気・水・燃
料などの省エネ活動やエコドライブに取り組んで
います。
２月の取り組み
環境にやさしい食生活
①食材は地元のものを使います
② 食べ残しが出ないようにしま
す
③  食材の買い物、調理、後片付けで省資源・省エ
ネに取り組みます。

　保健福祉課から障害福祉サービスのおしらせで
す。
○特別障害者手当
　特別障害者手当とは、在宅で常時、特別な介護
を必要とする重度の障害者（寝たきり）　を対象と
した手当です。
　　　　月額 26,080円（H26年 3月現在）
　※下記の場合は支給対象外となります。
　　①障害者支援施設などの施設に入所したとき
　　② 3ヶ月を超えて入院したとき
○障害児福祉手当
　障害児福祉手当は、障害のある児童（20歳未満）
を養育する方に支給される手当です。
  　　　月額 14,180円（H26年 3月現在）
　※下記の場合は支給対象外となります。
　　①障害を理由とした公的年金を受給してるとき
　　②施設に入所したとき

　　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上の
　　　とき
○日常生活用具給付制度
　日常生活用具給付制度とは、障害手帳をお持ち
の方にストマ用装具や歩行用杖、紙おむつなどを
利用者負担原則1割で支給する事業です。
○補装具支給事業
　補装具支給事業は、身体障害者（児）の失われ
た身体機能を補完又は代替する用具（義足、補聴器、
車いすなど）を購入・修理するものです。所得に
応じて、利用者負担があります。
○心身障害児及び身体障害児療育旅費助成事業
　療育を目的とした治療のための鹿児島もしくは奄
美への船代（2等運賃）を年 12回まで助成いたし
ます。
○施設訪問旅費助成事業
　お子さんが入所している施設への訪問旅費を年3
回を上限に助成いたします。
○重度心身障害者医療費助成制度
　身体障害者手帳 1級、2級、療育手帳A、身体
障害者手帳 3級と療育手帳 B1の両方をお持ちの
方の医療費を助成する制度です。外来、入院、調剤、
歯科、訪問看護が対象となります。
【問合先】役場保健福祉課福祉係　℡６５－３６８５

　１月から保健福祉課では、後期高齢者医療制度
の加入者を対象に人間ドック・がんドック・脳ドッ
ク受診の際一部費用の助成を実施します。
○対象者○
・後期高齢者医療保険制度に加入している方。
・後期高齢者保険料（過年度分）に滞納がない方。
・同じ年度内に長寿健診を受診されない方。
○喜界町提携検査機関○
☆人間ドック☆（検査費用額の７割を町が助成）
【県立大島病院】
◎標準コース（男性・女性）　
　検査費用額：58,260 円
　自己負担額：17,478 円
◎女性（マンモグラフィ検査）
　検査費用額：69,950 円　
　自己負担額：20,985 円
【鹿児島県厚生連健康管理センター】

町からのおしらせ
Information from town 

住民課からのおしらせ
「毎月５日はエコライフデー！」

税務課からのおしらせ
［申告はお忘れなく！］

保健福祉課からのおしらせ　１
［障害福祉サービスのご案内］

保健福祉課からのおしらせ　２
［後期高齢者の人間ドック等の一部

　　　　　　　　　費用助成制度のご案内］
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

　優しくて妹弟想いの裕也。
　しっかり者で少しおてんばな彩香。
　上二人のマネばかりするやんちゃな裕斗。
　いつも三人のステキな笑顔に助けられています。
これからも、おもしろおかしい毎日を元気に過ご
そうね！！

　我が家に待望の男の子誕生。その名は「哲平」
親の愛情と梨々夢お姉ちゃん、優お姉ちゃん、
悠お姉ちゃんに可愛がられ、毎日すくすく成長
しています。お姉ちゃん達に負けないように強
く育ってね！哲平、１歳のお誕生日おめでとう
（父母より）

　表紙でも紹介したメンハナ公園で満開を迎えたカンヒザクラ。
毎年１、２月にシーズンを迎え、この時期には花見に多くの町民が
訪れる。カンヒザクラはバラ科サクラ属の植物。主に沖縄、奄美
地方に分布し、この地区のサクラの開花予想及び開花宣言はこ
のカンヒザクラに対して発表される。旧暦の正月あたりに咲くことか
ら元日桜とも呼ばれたり、また、ヒカンザクラと呼ばれることもあるが、
（彼

・ ・
岸桜）と混合されやすいため、近年はカンヒザクラと呼ばれ

ることが多い。花言葉は「あでやか、あでやかな美人、善行」

横山　横山　哲哲
てっぺいてっぺい

平平くん（伊実久）くん（伊実久）
（父　健太・母　亜樹）（父　健太・母　亜樹）

富崎　富崎　裕裕
ゆうやゆうや

也也くくん(９歳）（左）・ん(９歳）（左）・彩彩
あやかあやか

香香ちゃん（6歳）（右）・ちゃん（6歳）（右）・

裕裕
ゆうとゆうと

斗斗くん（４歳）（中央）くん（４歳）（中央）（小野津）（小野津）　　　　　　

今月の花 ～カンヒザクラ～～カンヒザクラ～

史跡史跡

後世に語り継ぎたい後世に語り継ぎたい
　　　　　　町指定文化財　　　　　　町指定文化財⑩⑩

～城久遺跡群～

　城久遺跡群とは、喜界島の中央にある城久集落を取り
囲むようにしてある8遺跡（※１）の総称で、古くは9世紀（約
１，２００年前）から15 世紀（約６００年前）までの遺跡であ
ると推測されている。
　遺跡面積は１３０，０００㎡（町総合グラウンド１０個分）の
広さがあり、発掘された建物の数（堀立柱建物跡が約
４００棟）や大きさ、種類は南西諸島ではこれまで発見例
がない貴重なもの。
　この遺跡から、鉄の製作に関係する製鉄炉跡や鍛冶炉
跡が発見され、「南西諸島の鉄製品の生産拠点ではない
か」という説も唱えられている。
　また、中国や朝鮮半島産の陶磁器や東海（東美濃）
地方の貴重な灰釉陶器などの焼き物も発見され、特に、越
州窯系青磁の発見は、「約１，０００年前に九州管内を治め
ていた国の役所が太宰府にあり、その出先機関が喜界島
にあったのではないか」という説があり、注目を集めている。
※１①山田半田遺跡②山田中西遺跡③半田口遺跡④半
田遺跡⑤前畑遺跡⑥小ハネ遺跡⑦大ウフ遺跡⑧赤連遺
跡
【資料提供 : 喜界町埋蔵文化センター】

半田口半田口山田半田山田半田

土坑墓副葬品土坑墓副葬品
（山田中西）（山田中西）大ウフ・半田大ウフ・半田

(父　裕規　母　香織）( 父　裕規　母　香織）
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喜界町の推計人口
（平成26年１月１日現在）

世帯数   ・・・・3,498 戸（△ 9）
人 口   ・・・・7,594 人（△ 13）
男   ・・・・3,683 人（△ 4）
女   ・・・・3,911人（△ 9）

（　）は前月比
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納付をお忘れなく！（２月）

【税】固定資産税第４期2/28まで

【使用料】２月分公営住宅・簡易水道・

下水道使用料・保育料2/28で
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

まだわあさんど

太田　清一さん

（大正 15年生・87歳・上嘉鉄）
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ひまわり第一保育園ひまわり第一保育園

2 月 3 日は節分の日2 月 3 日は節分の日

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成 26年 2月21日～平成 26年 3月20日迄）

研修 ・・・・・役場研修室
コミ ・・・・・役場コミュティーホール
すこ ・・・・・旧すこやかセンター
中公 ・・・・・中央公民館

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園
ひまわり第一保育園

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園 のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園 ひまわり第一保育園ひまわり第一保育園

ひまわり第二保育園ひまわり第二保育園のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

ひまわり第一保育園ひまわり第一保育園

のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

ひまわり第二保育園ひまわり第二保育園

ひまわり第二保育園ひまわり第二保育園ひまわり第二保育園ひまわり第二保育園ひまわり第一保育園ひまわり第一保育園

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

鬼は～そと！
鬼は～そと！

福は～うち！
福は～うち！

日 月 火 水 木 金 土
２／２１ ２／２２

２／２３ ２／２４ ２／２５ ２／２６ ２／２７ ２／２８ ３／１
●講演「 もう一
つの農業」 講師 
萬田正治（全国
合鴨水稲会世話
人）【中公10:30
～12:00】

●発達相談会
（すこやか65-
3522へ要予約）

● 3歳児健診
【すこ１３：１５～】

３／２ ３／３ ３／４ ３／５ ３／６ ３／７ ３／８
●第２回図書
館協議会【図
書館 15:00 ～
16:30】

●移動図書館
早町小学校（全
クラス）第１
次回収【早町
小 13:10 ～
13:50】

●子牛セリ市
【セリ市場】

３／９ ３／１０ ３／１１ ３／１２ ３／１３ ３／１４ ３／１５
●第 30 回俊
寛ジョギング大
会【俊寛座像
前～手久津久
9:00 ～ 開 会
式】

●集団予防接
種【すこ14:45
～16:00】

●体操教室【コミ
19:00～ 20:30】
●移動図書館　
早町小学校（全
クラス）第２次回収
【 早 町 小 13:10
～13:50】

●体操教室【コミ
9:30～11:00】

３／１６ ３／１７ ３／１８ ３／１９ ３／２０
●2歳・２歳半
児歯科健診【す
こ13:15～】

● 登 記 相 談
【研修 9:00 ～
13:00】
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